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１．はじめに

工事概要 国場川河川改修工事（H２７―２）におけ
る法覆護岸工。
�１ 工 事 名：国場川河川改修工事（H２７―２）
�２ 発 注 者：沖縄県南部土木事務所河川港湾班
�３ 工事場所：沖縄県島尻郡南風原町字宮平地内
�４ 工 期：（仮）平成２８年２月９日～

平成２８年１２月１４日
�５ 施 工 者：（株）ソルテック

２．現場における問題点

河川の護岸施工において、河川土工にて地盤を
掘削による法面崩壊防止および基礎地盤等が軟弱
地盤のため地盤改良を行う必要があった（図―２
参照）。

３．工夫・改善点と適用結果

施工においてアースオーガーを用いてセメント

改良を行うので、設計支持層に到達しているか確
認する手段として負荷電流値の記録を採用した。
また、改良杭の強度の品質を保つため、改良長
におけるセメント練混ぜ量やスラリー注入量、ス
ラリー比重管理を行った。
施工上における留意点として、注入開始から注
入完了までの深度を再度練混ぜ、スラリーの撹拌
が確実に行えるように施工サイクルを調整した。
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深礎混合処理地盤改良工について

３４
品質管理

図―１ 深礎混合処理工法施工時
（三点式改良機、単軸高圧噴射方式）

図―２ 地盤改良詳細断面

図―３ 掘進速度と電流の関係
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１）【負荷電流値】
掘削機の着底は電流により確認を行った。電流
計の基準は設計図書から改良点の柱状図よりモー
タ使用電流２００［A］以上で改良機の掘進速度が０．３
［m/min］以下であることで着底していることを
確認した（図―３参照）。
２）【セメント練混ぜ量】
設計支持力が４３４kN/m２以上となるように３倍
の安全率でスラリーの一軸圧縮試験を行い、セメ
ント練混ぜ量が１９０kg/m３となるよう決定した。
３）【スラリー量】
式３．１より１m当りに必要なスラリー量を求め、
管理基準とした。
スラリー量（ℓ／m）＝

�
�
セメント練混ぜ量（kg/m３）
セメント比重（kg/ℓ）

＋練混ぜ水量（ℓ／m３）�
�

×掘削断面積（m２）……（式３．１）
実施については１．１倍の安全率以上で施工。
４）【スラリー比重】
スラリー比重はマッドバランスを用いて測定する。
これを用いて、式３．２より測定スラリー比重より
実施セメント量 kgを求める。
実施セメント量（kg）
＝（（計測スラリー比重―１））／（（１―１／セメント比重））

……（式３．２）
式３．３より実施セメント量および実施スラリー
量を用いて水セメント比を求める。
水セメント比
＝［実施スラリー量（ℓ）
－実施セメント量（kg）／セメント比重］

……（式３．３）
ここで、セメント比重：３．１６kg/ℓ
スラリー比重は（１．５８～１．６４）±２％以内と規定した。
これにより、水セメント比は（７５％～８７％）以内。
以上を下記の表―１～４のように記録管理した。

４．おわりに

深礎混合処理地盤改良工により次のことについ
て重点管理を行った。

１）電流負荷と深度により杭が規定の支持層まで
到達していることを確認（表―１～２）。
２）改良セメント量の設定と実施量の記録（表―
３）。
３）練混ぜスラリー量の設定と実施量の記録（表
―４）。
４）実施・水セメント比の記録（表―４）。
５）施工後チェックボーリングを行い。改良杭が
所定の強度に達していることを確認。
以上により改良杭が所定の強度で、計画支持層
まで到達したことが確認でき、施工においては品
質を標準化した施工管理ができた。

表―１ 掘進速度と負荷電流

表―２ 掘削長と空堀長

表―３ 改良長とセメント量

表―４ スラリー量と比重
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